
事業所名：有限会社高山金属 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

弊社は金属スクラップの回収・加工・販売の業務を通して、金属資源のリサイクルに貢献していま

す。Vision：資源のリサイクルを通じて「家族・社員・顧客」を幸せにする Mission：資源の課題解決企

業として循環型社会をリードする CoreValue:利他心・向上心・信頼心を掲げ、より多くかつより環境負

荷の少ないリサイクルを推進し、弊社の業務の規模・内容を拡大していくことで SDGｓの達成に寄与

したいと考えております。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

経済 

2023 年に県内初の「小型家電リサイ

クル法認定事業所」として環境省・経

済産業省の大臣認定を得て、小型家

電の回収リサイクルを行っている 

ミックスメタル年間

出荷量 

2022 年 25t→2025

年 50t 

2025年 218t 達成 

環境 

社会 

経済 

イオン鹿児島鴨池店（旧鴨池ダイエ

ー）や鹿児島大学病院などの大型解

体工事のスクラップ回収を行い、多く

の金属資源をリサイクルしている 

鉄スクラップ年間取

扱量 

2022 年を 100％とし

て 2025 年に 110％

以上を目指す 

2022年 26,767t 

2025年 18,089t 

未達 

☐環境 

社会 

☐経済 

市・県のＳＤＧｓセミナー・フォーラムに

積極的に参加した。ワークショップで

はグループの代表として発表を行うな

どし終了後ＴＶ取材を受けるなどし

た。 

ＳＤＧｓ推進イベント

等への参加 

2022 年未実施→

2025年実施 

市  脱炭素セミナー 

令和 7 年 2 月 13 日 

実地参加 

市 ゼロカーボンシテ

ィかごしまセミナー 

令和 6年 12月 18日 

オンライン参加 

県  省エネ診断・補

助金プラットフォーム

セミナー 令和 6年 6

月 25日 実地参加 

 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

2022年から 2025年にかけての弊社の SDGｓの取り組みはハード面を中心に一段高いレベルに

ステップアップすることができた。来期はソフト面（社員の認識の深化、ＳＤＧｓ推進が評価につな

がる仕組み作り）に取り組みたい。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

社会 

経済 

七ツ島事業所における小型家電リサイクル量を

増大させる 

2024年実績 1,140ｔ 

2028年目標 1,300ｔ 

環境 

社会 

経済 

SDGs/SWGs を 念 頭 に 置 い た

MissionVisionCoreValue の設定と、それに基づく

行動を評価し給与に反映する人事評価制度を策

定 

人事評価制度を刷新 
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☐環境 

社会 

☐経済 

SDGｓに取り組む行政・各団体・企業とパートナ

ーシップを構築し、持続可能な社会の発展につ

ながるよう協働していく 

セミナー/フォーラムへの参加 

協働事案 1件 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

令和 8 年 3 月 5 日にはかごしま環境未来館における市の SDGｓ推進セミナーに、事例紹介者と

して登壇する予定である。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


